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NPO 法人JFSAは、古着を回収しパキスタンや国内で販売す
ることで、子どもたちが無料で通う学校アル・カイールアカデミ
ーの支援を行っています。生活クラブでも2000 年から呼びか
けを開始し、のべ36,000人以上の組合員が参加してきました。

受付期間 ： 到着まで10月1日（金）～ 11月30日（火）

第 8 分校の生徒

受 付品目
【お願い】すべての品物は他のどなたかが再び利用します。
 しみや毛玉などのないもの、洗濯済みのものをお願いします。

送り先
お問合せ先

〒260-0001 千葉市中央区都町3-14-10
NPO法人JFSA 千葉センター

・シーツなどの大きい布で包むか、ゴミ袋(二重にして下さい)、また
は紙袋に入れ、ヒモで十文字に縛って、郵便、宅配便でお送りくだ
さい。包装は簡単にお願いします。
・段ボール箱は使わないでください(保管場所、作業効率の問題のため)。
・古着の回収は支援事業であり、リサイクル活動です。JFSAまでの
送料のご負担をお願いします。
・送り状のお名前の後に、団体名の「生活クラブ東京」と「荷物の重
さ」をお書きください。
・ご協力いただいた方には、JFSAより活動情報をお送りします。

詳しくは
電話または
WEBで

※受付品目や送り方などの詳細はお問合せください。

　中古・新品　＜衣類以外のもの（毛布など）＞・毛布/綿毛
布・タオルケット・シーツ/掛敷ふとんカバー（敷パッド不可）・
カーテン(レース可)・タオル/ハンカチ類(新品と中古は分けて下
さい)・テーブルクロス(大きいサイズ)・服地(２m以上、反物
可)・靴(新品同様、ロングブーツと上履きは不可)・大人用革製
ベルト(新品同様)・ネクタイ・大人用手袋(新品同様)・帽子(麦わ
ら不可)・スカーフ・ストール（マフラー不可）・バッグ類・ポーチ/
財布類(カビ、傷み注意！)
＜男性衣類＞・Tシャツ/Yシャツ/ポロシャツ/カジュアルシャツ（長
袖・半袖）・トレーナー/フリース・ジャケット/コート類（ジャンパ
ー、ダウン、革ジャンなど）・スーツ上下セット・ネクタイ・短パン（水
着不可）・セーター類（季節を問わず、夏物、カーディガン、ベスト
も可）・ジャージ（学校用不可）・長ズボン（新品同様、スラックス
不可）・ジーンズ
＜女性衣類＞新品に近いもの（国内販売用）
・シャツ/ブラウス/カットソー/Tシャツ（長袖のみ、トレーナー/
フリースは不可）・ワンピース・ジャンパー/ジャケット/ダウン/コ
ート・革ジャン・ジャージ（学校用不可）・スパッツ・セーター類
（季節を問わず、夏物・カーディガン・ベストも可）・長ズボン/ジ
ーンズ（新品同様、７分５分丈不可）
＜子ども服＞・女児夏服（120まで、ベビー服可）・男児夏服（サ
イズ問わず）・冬服（120まで、ベビー服可）・甚平（上下セットの
み）・下着類（布おむつ、おむつカバーも可）
　新品のみ　・女性用下着（ブラジャー、ガードル、ボディスー
ツの3点は中古も可）・男性用下着（半袖、ランニング、ブリーフ、
トランクスの4点は中古も可）・靴下（ストッキングは不可）・エ
プロン・パジャマ・枕カバー・毛糸/レース糸（使いかけは不可）
　その他　・未使用切手・書き損じハガキ・未使用カード類、金
券類（換金してJFSAの目的に沿って使います）

送り方

パキスタン最大の都市カラチ市と北部バ
ラコートにある無料の学校。生徒の多く
が厳しい暮らしをしていて、働きながら
学んでいる生徒もいます。約 30 年前に
開校し、2021年 8月現在、学校は10 校、
生徒数は約 4,500人で約 200 名の先生
が働いています。
回収された古着類は、JFSAで仕分けさ
れ、年間 90トン以上がパキスタンに輸出
されています。現地で販売した利益は学
校の運営資金に使われます。

▲昨年パキスタンに到着した
古着類の荷降ろし風景

アル・カイールアカデミーとは

＜お持ち込みの場合＞
直接持ち込みの場合は予約が必要です。
http://jfsa.jpn.orgで予約できます。
お電話でも受け付けています。

原発に頼らず、再生可能エネルギー中心の社会を実現するために、私たちに何ができるのか。
環境政策委員会主催企画として、地域間連携・脱炭素・省エネ・気候危機のテーマで、

全４回の連続講座をオンライン併用で開催しました。第1回～3回をダイジェストでお知らせします。

新型コロナウイルスの感染拡大で、アル・カイールアカデミーの授業もたびた
び中断されてきました。曜日で登校日を分けたり、休み時間をずらすなど工夫
をしていましたが、7月の初旬からは政府の命令で、9年生と10年生、カレッジ
のみで授業が行われています。
そのカレッジの1階に無料の医療センターが開設され、プライマリーヘルスケ
アを目的としています。生徒だけでなくすべての人が受診できて手術も行われ
ています。また、女性のための相談窓口として、妊娠や出産についての知識を伝
えています。
ムザヒル校長は「教育とともに生徒や親の健康が大事だと感じています。病気
になると、学ぶことも仕事をすることも困難になりますから」と、同郷のドクタ
ーとそのチームの活躍を期待しています。

☎043-234-1206 (木曜日定休)

生活クラブでんきの連続講座 開催報告

アル・カイールアカデミーの近況報告

コンセントの先にある
「生活クラブでんき」のふるさと
～地域間連携～

講師：西城戸 誠さん（早稲田大学教授）
生活クラブでんきの電源となっている、生活クラブ風車「夢
風」（秋田県にかほ市）や庄内・遊佐太陽光発電所（山形県
遊佐町）、会津電力グループ（福島県喜多方市）の実践を中
心にご講演いただきました。(参加人数　約 40人）

第１回
7/3 気候危機の影響を最小限に抑えるためには、再生可能エネルギーの普及は必要

不可欠です。ただし、再生可能エネルギーの発電所を設置し、その電力を使用
するだけでは、地方の資源を首都圏の生活者が収奪する原発と同じ構造となっ
てしまいます。だからこそ生活クラブの組合員は、発電
所の立地点の方々との交流や地元の特産品を利用した加
工品等の共同開発と取組みを通して、電気の生産と消費
以上の関係をつくり上げてきました。
生活クラブでんきへの切替えが、再生可能エネルギー発
電所の設置や立地地域への支援となります。これを通し
て、持続可能な未来社会をつくる事業へ「参加」するこ
とができるのです。 西城戸 誠さん

暮らし方から考える
「がまんしない省エネ」
～家計と環境にやさしい住まいって？
　　　 建築のプロに聞いてみよう！～

講師：竹内 昌義さん（東北芸術工科大学教授）

建築家でもある講師の竹内さんから、2050 年脱炭素によ
る持続可能な社会を実現するために、建築に何ができるの
か、講演をしていただきました。(参加人数　約 60人）

第2回
7/3

省エネ、モノを手放した
暮らしの豊かさとは

講師：稲垣 えみ子さん（元朝日新聞社記者）

東日本大震災を契機に超節電生活を
始め、朝日新聞社を退職しフリーラン
スとなった経緯と現在のくらしについ
てお話しいただきました。
(参加人数　約 70人）

福島の原発事故で、原発に頼った暮らしのツケの大きさに震撼しました。でも
現実に、便利な暮らしを原発が支えていることも事実。原発に頼らない生活な
んてできるのか、まず自分で実験してみようと、電気代の半減に挑戦しました。
なぜ半減かというと当時契約していた関西電力は、発電する電気の半分を原発
に頼っていたからです。
多少の節電ではとても達成できず、家電製品を恐る恐る手放していくことになり
ました。掃除機、電子レンジ、エアコン・・最後は冷蔵庫もやめました。どれも、
それなしでは生きていけないと思っていた必需品ばかり。でも実際にやめてみた
ら案外やっていけるどころか、物が減り、欲が減り、時間が生まれ、いいことの
方がずっと多かった。あれも欲しいこれも欲しいと思い続けていましたが、生き
ていくのに必要なものなんてほんのちょっとだったんです。
50 歳で朝日新聞社を退職してからは、小さなワンルームマンションで持ち物を
極限まで減らして暮らしています。必然的に「外」に頼って暮らすようになり、
今では近所の人から、「おかえり」と声をかけられます。豊かさとは結局モノで
もお金でもなく人とのつながりなんだと思います。老後もこの調子で乗り切って
いけるんじゃないかな。

生活クラブでんきへの切替えで
再生可能エネルギーの輪を
ひろげよう！
組合員一人ひとりの電気の切替えが、再生可能エネルギーの普及につながります。

生活クラブでんき
のご加入・詳細

2050 年脱炭素を達成させるには、2050 年には全ての建築で CO2 排出量
をゼロにすることが不可欠です。そのためには、地域の木材の活用や高断熱高
気密化が重要です。特に断熱は、適合基準を義務化し、段階的に北海道レベ
ルの断熱基準（HEART20 G2）に引き上げていく必
要があります。
全国各地の工務店が CO2 排出量削減に意識転換し、技
術を手にすることで受注件数も増え、新たな雇用がうまれ
ます。原発では限られた地域にしか雇用がうまれません。
2050 年脱炭素社会の実現に向けて、自分たちに何が
できるのか、自治体の対応も含めて勉強し、共感をひろ
めましょう。 竹内 昌義さん

稲垣 えみ子さん

第4回の報告はWEBサイトで
公開しています

第3回
7/14

8/22「地球過熱化ストップ！
　　　　　おしえて !! エモリさん」
講師：江守 正多さん
（国立環境研究所地球システム領域　副領域長）

電気を通して、再生可能エネルギー発電所とつながる

住まいを見直し快適に省エネ生活

「持たない」ことが可能性をひろげる
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それなしでは生きていけないと思っていた必需品ばかり。でも実際にやめてみた
ら案外やっていけるどころか、物が減り、欲が減り、時間が生まれ、いいことの
方がずっと多かった。あれも欲しいこれも欲しいと思い続けていましたが、生き
ていくのに必要なものなんてほんのちょっとだったんです。
50 歳で朝日新聞社を退職してからは、小さなワンルームマンションで持ち物を
極限まで減らして暮らしています。必然的に「外」に頼って暮らすようになり、
今では近所の人から、「おかえり」と声をかけられます。豊かさとは結局モノで
もお金でもなく人とのつながりなんだと思います。老後もこの調子で乗り切って
いけるんじゃないかな。

生活クラブでんきへの切替えで
再生可能エネルギーの輪を
ひろげよう！
組合員一人ひとりの電気の切替えが、再生可能エネルギーの普及につながります。

生活クラブでんき
のご加入・詳細

2050 年脱炭素を達成させるには、2050 年には全ての建築で CO2 排出量
をゼロにすることが不可欠です。そのためには、地域の木材の活用や高断熱高
気密化が重要です。特に断熱は、適合基準を義務化し、段階的に北海道レベ
ルの断熱基準（HEART20 G2）に引き上げていく必
要があります。
全国各地の工務店が CO2 排出量削減に意識転換し、技
術を手にすることで受注件数も増え、新たな雇用がうまれ
ます。原発では限られた地域にしか雇用がうまれません。
2050 年脱炭素社会の実現に向けて、自分たちに何が
できるのか、自治体の対応も含めて勉強し、共感をひろ
めましょう。 竹内 昌義さん

稲垣 えみ子さん

第4回の報告はWEBサイトで
公開しています

第3回
7/14

8/22「地球過熱化ストップ！
　　　　　おしえて !! エモリさん」
講師：江守 正多さん
（国立環境研究所地球システム領域　副領域長）

電気を通して、再生可能エネルギー発電所とつながる

住まいを見直し快適に省エネ生活

「持たない」ことが可能性をひろげる

《2》《3》

NPO 法人JFSAは、古着を回収しパキスタンや国内で販売す
ることで、子どもたちが無料で通う学校アル・カイールアカデミ
ーの支援を行っています。生活クラブでも2000 年から呼びか
けを開始し、のべ36,000人以上の組合員が参加してきました。

受付期間 ： 到着まで10月1日（金）～ 11月30日（火）

第 8 分校の生徒

受 付品目
【お願い】すべての品物は他のどなたかが再び利用します。
 しみや毛玉などのないもの、洗濯済みのものをお願いします。

送り先
お問合せ先

〒260-0001 千葉市中央区都町3-14-10
NPO法人JFSA 千葉センター

・シーツなどの大きい布で包むか、ゴミ袋(二重にして下さい)、また
は紙袋に入れ、ヒモで十文字に縛って、郵便、宅配便でお送りくだ
さい。包装は簡単にお願いします。
・段ボール箱は使わないでください(保管場所、作業効率の問題のため)。
・古着の回収は支援事業であり、リサイクル活動です。JFSAまでの
送料のご負担をお願いします。
・送り状のお名前の後に、団体名の「生活クラブ東京」と「荷物の重
さ」をお書きください。
・ご協力いただいた方には、JFSAより活動情報をお送りします。

詳しくは
電話または
WEBで

※受付品目や送り方などの詳細はお問合せください。

　中古・新品　＜衣類以外のもの（毛布など）＞・毛布/綿毛
布・タオルケット・シーツ/掛敷ふとんカバー（敷パッド不可）・
カーテン(レース可)・タオル/ハンカチ類(新品と中古は分けて下
さい)・テーブルクロス(大きいサイズ)・服地(２m以上、反物
可)・靴(新品同様、ロングブーツと上履きは不可)・大人用革製
ベルト(新品同様)・ネクタイ・大人用手袋(新品同様)・帽子(麦わ
ら不可)・スカーフ・ストール（マフラー不可）・バッグ類・ポーチ/
財布類(カビ、傷み注意！)
＜男性衣類＞・Tシャツ/Yシャツ/ポロシャツ/カジュアルシャツ（長
袖・半袖）・トレーナー/フリース・ジャケット/コート類（ジャンパ
ー、ダウン、革ジャンなど）・スーツ上下セット・ネクタイ・短パン（水
着不可）・セーター類（季節を問わず、夏物、カーディガン、ベスト
も可）・ジャージ（学校用不可）・長ズボン（新品同様、スラックス
不可）・ジーンズ
＜女性衣類＞新品に近いもの（国内販売用）
・シャツ/ブラウス/カットソー/Tシャツ（長袖のみ、トレーナー/
フリースは不可）・ワンピース・ジャンパー/ジャケット/ダウン/コ
ート・革ジャン・ジャージ（学校用不可）・スパッツ・セーター類
（季節を問わず、夏物・カーディガン・ベストも可）・長ズボン/ジ
ーンズ（新品同様、７分５分丈不可）
＜子ども服＞・女児夏服（120まで、ベビー服可）・男児夏服（サ
イズ問わず）・冬服（120まで、ベビー服可）・甚平（上下セットの
み）・下着類（布おむつ、おむつカバーも可）
　新品のみ　・女性用下着（ブラジャー、ガードル、ボディスー
ツの3点は中古も可）・男性用下着（半袖、ランニング、ブリーフ、
トランクスの4点は中古も可）・靴下（ストッキングは不可）・エ
プロン・パジャマ・枕カバー・毛糸/レース糸（使いかけは不可）
　その他　・未使用切手・書き損じハガキ・未使用カード類、金
券類（換金してJFSAの目的に沿って使います）

送り方

パキスタン最大の都市カラチ市と北部バ
ラコートにある無料の学校。生徒の多く
が厳しい暮らしをしていて、働きながら
学んでいる生徒もいます。約 30 年前に
開校し、2021年 8月現在、学校は10 校、
生徒数は約 4,500人で約 200 名の先生
が働いています。
回収された古着類は、JFSAで仕分けさ
れ、年間 90トン以上がパキスタンに輸出
されています。現地で販売した利益は学
校の運営資金に使われます。

▲昨年パキスタンに到着した
古着類の荷降ろし風景

アル・カイールアカデミーとは

＜お持ち込みの場合＞
直接持ち込みの場合は予約が必要です。
http://jfsa.jpn.orgで予約できます。
お電話でも受け付けています。

原発に頼らず、再生可能エネルギー中心の社会を実現するために、私たちに何ができるのか。
環境政策委員会主催企画として、地域間連携・脱炭素・省エネ・気候危機のテーマで、

全４回の連続講座をオンライン併用で開催しました。第1回～3回をダイジェストでお知らせします。

新型コロナウイルスの感染拡大で、アル・カイールアカデミーの授業もたびた
び中断されてきました。曜日で登校日を分けたり、休み時間をずらすなど工夫
をしていましたが、7月の初旬からは政府の命令で、9年生と10年生、カレッジ
のみで授業が行われています。
そのカレッジの1階に無料の医療センターが開設され、プライマリーヘルスケ
アを目的としています。生徒だけでなくすべての人が受診できて手術も行われ
ています。また、女性のための相談窓口として、妊娠や出産についての知識を伝
えています。
ムザヒル校長は「教育とともに生徒や親の健康が大事だと感じています。病気
になると、学ぶことも仕事をすることも困難になりますから」と、同郷のドクタ
ーとそのチームの活躍を期待しています。

☎043-234-1206 (木曜日定休)

生活クラブでんきの連続講座 開催報告

アル・カイールアカデミーの近況報告

コンセントの先にある
「生活クラブでんき」のふるさと
～地域間連携～

講師：西城戸 誠さん（早稲田大学教授）
生活クラブでんきの電源となっている、生活クラブ風車「夢
風」（秋田県にかほ市）や庄内・遊佐太陽光発電所（山形県
遊佐町）、会津電力グループ（福島県喜多方市）の実践を中
心にご講演いただきました。(参加人数　約 40人）

第１回
7/3 気候危機の影響を最小限に抑えるためには、再生可能エネルギーの普及は必要

不可欠です。ただし、再生可能エネルギーの発電所を設置し、その電力を使用
するだけでは、地方の資源を首都圏の生活者が収奪する原発と同じ構造となっ
てしまいます。だからこそ生活クラブの組合員は、発電
所の立地点の方々との交流や地元の特産品を利用した加
工品等の共同開発と取組みを通して、電気の生産と消費
以上の関係をつくり上げてきました。
生活クラブでんきへの切替えが、再生可能エネルギー発
電所の設置や立地地域への支援となります。これを通し
て、持続可能な未来社会をつくる事業へ「参加」するこ
とができるのです。 西城戸 誠さん

暮らし方から考える
「がまんしない省エネ」
～家計と環境にやさしい住まいって？
　　　 建築のプロに聞いてみよう！～

講師：竹内 昌義さん（東北芸術工科大学教授）

建築家でもある講師の竹内さんから、2050 年脱炭素によ
る持続可能な社会を実現するために、建築に何ができるの
か、講演をしていただきました。(参加人数　約 60人）

第2回
7/3

省エネ、モノを手放した
暮らしの豊かさとは

講師：稲垣 えみ子さん（元朝日新聞社記者）

東日本大震災を契機に超節電生活を
始め、朝日新聞社を退職しフリーラン
スとなった経緯と現在のくらしについ
てお話しいただきました。
(参加人数　約 70人）

福島の原発事故で、原発に頼った暮らしのツケの大きさに震撼しました。でも
現実に、便利な暮らしを原発が支えていることも事実。原発に頼らない生活な
んてできるのか、まず自分で実験してみようと、電気代の半減に挑戦しました。
なぜ半減かというと当時契約していた関西電力は、発電する電気の半分を原発
に頼っていたからです。
多少の節電ではとても達成できず、家電製品を恐る恐る手放していくことになり
ました。掃除機、電子レンジ、エアコン・・最後は冷蔵庫もやめました。どれも、
それなしでは生きていけないと思っていた必需品ばかり。でも実際にやめてみた
ら案外やっていけるどころか、物が減り、欲が減り、時間が生まれ、いいことの
方がずっと多かった。あれも欲しいこれも欲しいと思い続けていましたが、生き
ていくのに必要なものなんてほんのちょっとだったんです。
50 歳で朝日新聞社を退職してからは、小さなワンルームマンションで持ち物を
極限まで減らして暮らしています。必然的に「外」に頼って暮らすようになり、
今では近所の人から、「おかえり」と声をかけられます。豊かさとは結局モノで
もお金でもなく人とのつながりなんだと思います。老後もこの調子で乗り切って
いけるんじゃないかな。

生活クラブでんきへの切替えで
再生可能エネルギーの輪を
ひろげよう！
組合員一人ひとりの電気の切替えが、再生可能エネルギーの普及につながります。

生活クラブでんき
のご加入・詳細

2050 年脱炭素を達成させるには、2050 年には全ての建築で CO2 排出量
をゼロにすることが不可欠です。そのためには、地域の木材の活用や高断熱高
気密化が重要です。特に断熱は、適合基準を義務化し、段階的に北海道レベ
ルの断熱基準（HEART20 G2）に引き上げていく必
要があります。
全国各地の工務店が CO2 排出量削減に意識転換し、技
術を手にすることで受注件数も増え、新たな雇用がうまれ
ます。原発では限られた地域にしか雇用がうまれません。
2050 年脱炭素社会の実現に向けて、自分たちに何が
できるのか、自治体の対応も含めて勉強し、共感をひろ
めましょう。 竹内 昌義さん

稲垣 えみ子さん

第4回の報告はWEBサイトで
公開しています

第3回
7/14

8/22「地球過熱化ストップ！
　　　　　おしえて !! エモリさん」
講師：江守 正多さん
（国立環境研究所地球システム領域　副領域長）

電気を通して、再生可能エネルギー発電所とつながる

住まいを見直し快適に省エネ生活

「持たない」ことが可能性をひろげる

《2》《3》

NPO 法人JFSAは、古着を回収しパキスタンや国内で販売す
ることで、子どもたちが無料で通う学校アル・カイールアカデミ
ーの支援を行っています。生活クラブでも2000 年から呼びか
けを開始し、のべ36,000人以上の組合員が参加してきました。

受付期間 ： 到着まで10月1日（金）～ 11月30日（火）

第 8 分校の生徒

受 付品目
【お願い】すべての品物は他のどなたかが再び利用します。
 しみや毛玉などのないもの、洗濯済みのものをお願いします。

送り先
お問合せ先

〒260-0001 千葉市中央区都町3-14-10
NPO法人JFSA 千葉センター

・シーツなどの大きい布で包むか、ゴミ袋(二重にして下さい)、また
は紙袋に入れ、ヒモで十文字に縛って、郵便、宅配便でお送りくだ
さい。包装は簡単にお願いします。
・段ボール箱は使わないでください(保管場所、作業効率の問題のため)。
・古着の回収は支援事業であり、リサイクル活動です。JFSAまでの
送料のご負担をお願いします。
・送り状のお名前の後に、団体名の「生活クラブ東京」と「荷物の重
さ」をお書きください。
・ご協力いただいた方には、JFSAより活動情報をお送りします。

詳しくは
電話または
WEBで

※受付品目や送り方などの詳細はお問合せください。

　中古・新品　＜衣類以外のもの（毛布など）＞・毛布/綿毛
布・タオルケット・シーツ/掛敷ふとんカバー（敷パッド不可）・
カーテン(レース可)・タオル/ハンカチ類(新品と中古は分けて下
さい)・テーブルクロス(大きいサイズ)・服地(２m以上、反物
可)・靴(新品同様、ロングブーツと上履きは不可)・大人用革製
ベルト(新品同様)・ネクタイ・大人用手袋(新品同様)・帽子(麦わ
ら不可)・スカーフ・ストール（マフラー不可）・バッグ類・ポーチ/
財布類(カビ、傷み注意！)
＜男性衣類＞・Tシャツ/Yシャツ/ポロシャツ/カジュアルシャツ（長
袖・半袖）・トレーナー/フリース・ジャケット/コート類（ジャンパ
ー、ダウン、革ジャンなど）・スーツ上下セット・ネクタイ・短パン（水
着不可）・セーター類（季節を問わず、夏物、カーディガン、ベスト
も可）・ジャージ（学校用不可）・長ズボン（新品同様、スラックス
不可）・ジーンズ
＜女性衣類＞新品に近いもの（国内販売用）
・シャツ/ブラウス/カットソー/Tシャツ（長袖のみ、トレーナー/
フリースは不可）・ワンピース・ジャンパー/ジャケット/ダウン/コ
ート・革ジャン・ジャージ（学校用不可）・スパッツ・セーター類
（季節を問わず、夏物・カーディガン・ベストも可）・長ズボン/ジ
ーンズ（新品同様、７分５分丈不可）
＜子ども服＞・女児夏服（120まで、ベビー服可）・男児夏服（サ
イズ問わず）・冬服（120まで、ベビー服可）・甚平（上下セットの
み）・下着類（布おむつ、おむつカバーも可）
　新品のみ　・女性用下着（ブラジャー、ガードル、ボディスー
ツの3点は中古も可）・男性用下着（半袖、ランニング、ブリーフ、
トランクスの4点は中古も可）・靴下（ストッキングは不可）・エ
プロン・パジャマ・枕カバー・毛糸/レース糸（使いかけは不可）
　その他　・未使用切手・書き損じハガキ・未使用カード類、金
券類（換金してJFSAの目的に沿って使います）

送り方

パキスタン最大の都市カラチ市と北部バ
ラコートにある無料の学校。生徒の多く
が厳しい暮らしをしていて、働きながら
学んでいる生徒もいます。約 30 年前に
開校し、2021年 8月現在、学校は10 校、
生徒数は約 4,500人で約 200 名の先生
が働いています。
回収された古着類は、JFSAで仕分けさ
れ、年間 90トン以上がパキスタンに輸出
されています。現地で販売した利益は学
校の運営資金に使われます。

▲昨年パキスタンに到着した
古着類の荷降ろし風景

アル・カイールアカデミーとは

＜お持ち込みの場合＞
直接持ち込みの場合は予約が必要です。
http://jfsa.jpn.orgで予約できます。
お電話でも受け付けています。

原発に頼らず、再生可能エネルギー中心の社会を実現するために、私たちに何ができるのか。
環境政策委員会主催企画として、地域間連携・脱炭素・省エネ・気候危機のテーマで、

全４回の連続講座をオンライン併用で開催しました。第1回～3回をダイジェストでお知らせします。

新型コロナウイルスの感染拡大で、アル・カイールアカデミーの授業もたびた
び中断されてきました。曜日で登校日を分けたり、休み時間をずらすなど工夫
をしていましたが、7月の初旬からは政府の命令で、9年生と10年生、カレッジ
のみで授業が行われています。
そのカレッジの1階に無料の医療センターが開設され、プライマリーヘルスケ
アを目的としています。生徒だけでなくすべての人が受診できて手術も行われ
ています。また、女性のための相談窓口として、妊娠や出産についての知識を伝
えています。
ムザヒル校長は「教育とともに生徒や親の健康が大事だと感じています。病気
になると、学ぶことも仕事をすることも困難になりますから」と、同郷のドクタ
ーとそのチームの活躍を期待しています。

☎043-234-1206 (木曜日定休)

生活クラブでんきの連続講座 開催報告

アル・カイールアカデミーの近況報告

コンセントの先にある
「生活クラブでんき」のふるさと
～地域間連携～

講師：西城戸 誠さん（早稲田大学教授）
生活クラブでんきの電源となっている、生活クラブ風車「夢
風」（秋田県にかほ市）や庄内・遊佐太陽光発電所（山形県
遊佐町）、会津電力グループ（福島県喜多方市）の実践を中
心にご講演いただきました。(参加人数　約 40人）

第１回
7/3 気候危機の影響を最小限に抑えるためには、再生可能エネルギーの普及は必要

不可欠です。ただし、再生可能エネルギーの発電所を設置し、その電力を使用
するだけでは、地方の資源を首都圏の生活者が収奪する原発と同じ構造となっ
てしまいます。だからこそ生活クラブの組合員は、発電
所の立地点の方々との交流や地元の特産品を利用した加
工品等の共同開発と取組みを通して、電気の生産と消費
以上の関係をつくり上げてきました。
生活クラブでんきへの切替えが、再生可能エネルギー発
電所の設置や立地地域への支援となります。これを通し
て、持続可能な未来社会をつくる事業へ「参加」するこ
とができるのです。 西城戸 誠さん

暮らし方から考える
「がまんしない省エネ」
～家計と環境にやさしい住まいって？
　　　 建築のプロに聞いてみよう！～

講師：竹内 昌義さん（東北芸術工科大学教授）

建築家でもある講師の竹内さんから、2050 年脱炭素によ
る持続可能な社会を実現するために、建築に何ができるの
か、講演をしていただきました。(参加人数　約 60人）

第2回
7/3

省エネ、モノを手放した
暮らしの豊かさとは

講師：稲垣 えみ子さん（元朝日新聞社記者）

東日本大震災を契機に超節電生活を
始め、朝日新聞社を退職しフリーラン
スとなった経緯と現在のくらしについ
てお話しいただきました。
(参加人数　約 70人）

福島の原発事故で、原発に頼った暮らしのツケの大きさに震撼しました。でも
現実に、便利な暮らしを原発が支えていることも事実。原発に頼らない生活な
んてできるのか、まず自分で実験してみようと、電気代の半減に挑戦しました。
なぜ半減かというと当時契約していた関西電力は、発電する電気の半分を原発
に頼っていたからです。
多少の節電ではとても達成できず、家電製品を恐る恐る手放していくことになり
ました。掃除機、電子レンジ、エアコン・・最後は冷蔵庫もやめました。どれも、
それなしでは生きていけないと思っていた必需品ばかり。でも実際にやめてみた
ら案外やっていけるどころか、物が減り、欲が減り、時間が生まれ、いいことの
方がずっと多かった。あれも欲しいこれも欲しいと思い続けていましたが、生き
ていくのに必要なものなんてほんのちょっとだったんです。
50 歳で朝日新聞社を退職してからは、小さなワンルームマンションで持ち物を
極限まで減らして暮らしています。必然的に「外」に頼って暮らすようになり、
今では近所の人から、「おかえり」と声をかけられます。豊かさとは結局モノで
もお金でもなく人とのつながりなんだと思います。老後もこの調子で乗り切って
いけるんじゃないかな。

生活クラブでんきへの切替えで
再生可能エネルギーの輪を
ひろげよう！
組合員一人ひとりの電気の切替えが、再生可能エネルギーの普及につながります。

生活クラブでんき
のご加入・詳細

2050 年脱炭素を達成させるには、2050 年には全ての建築で CO2 排出量
をゼロにすることが不可欠です。そのためには、地域の木材の活用や高断熱高
気密化が重要です。特に断熱は、適合基準を義務化し、段階的に北海道レベ
ルの断熱基準（HEART20 G2）に引き上げていく必
要があります。
全国各地の工務店が CO2 排出量削減に意識転換し、技
術を手にすることで受注件数も増え、新たな雇用がうまれ
ます。原発では限られた地域にしか雇用がうまれません。
2050 年脱炭素社会の実現に向けて、自分たちに何が
できるのか、自治体の対応も含めて勉強し、共感をひろ
めましょう。 竹内 昌義さん

稲垣 えみ子さん

第4回の報告はWEBサイトで
公開しています

第3回
7/14

8/22「地球過熱化ストップ！
　　　　　おしえて !! エモリさん」
講師：江守 正多さん
（国立環境研究所地球システム領域　副領域長）

電気を通して、再生可能エネルギー発電所とつながる

住まいを見直し快適に省エネ生活

「持たない」ことが可能性をひろげる





東京理事の リレーコラム わたしの声Ｑ＆ＡＱ
Q:	生活クラブの野菜の特徴を教えてください。

A: 生活クラブの野菜はすべて「『安全・健康・環境』自主基準」
の農業基準に基づき取り組んでいます。残留農薬は国の基準
の 1/10 以下、残留放射能は国の基準の 1/4（25Bq/㎏）以下

（生椎茸以外）であり、化学合成農薬や化学肥料はできるだけ
使わず栽培しています。その上で、2016 年からは「あっぱれ
育ち」「はればれ育ち」「たぐいまれ」という育て方や品種の
違いで、注文するものが選べるようになりました。
無農薬・減農薬への転換は生産者にとってリスクを伴うもの
です。あっぱれ・はればれの基準を設け差別化することで、
生産者の意欲的な取り組みを組合員の利用で支えることがで
きます。ぜひご利用ください。

A

＼予約で生産者を応援！／
「予約・あっぱれはればれ野菜
おまかせ 4 点セット」  748 円（税込 808 円）

予約注文番号： 803581
レシピ付き。ぜひご利用ください！

《7》 《6》

展示即売会

「おうちで生産者とつながろう」
生活クラブには、生産者から直接話を聞き、消費材をより深く理解す
る場として生産者交流会があります。組合員が企画を組み立て実際に
生産者と会い、学び、交流しています。2020 年からは新型コロナウイ
ルスの感染拡大により、おおぜいの組合員と一緒に話を聞き、食べ方
や使い方を知ることがむずかしくなっています。
生活クラブは 2020 年 3月に新型コロナウイルス対策会議を設置し、
定期的に状況を確認し生産者と調整をすすめてきました。現在の状況
では、11月末まで実開催は見合わせることを決めています。
このような中で生産者は、オンラインという新たな環境で消費材の優
位性や共同購入運動の意義、生産現場の状況などを一緒に考えるオ
ンライン交流会を組み立てました。生活クラブ生協・東京やブロック
単協では、生産者交流会以外にも学習会や企画をオンラインと実開催
の併用（感染の状況に合わせてオンライン開催のみの場合もあり)で
実施しています。オンラインでの交流会や学習会・企画には、いまま
で参加がむずかしかった組合員の参加が増えています。さまざまな情
報からお気に入りや関心のある内容を見つけて参加してみてください。

（生活クラブ東京　理事長　増田和美）

●未来へつなげる♪エネルギーアクション　エネルギー基本計画改定案
へのパブリックコメント提出　●小林専務お別れ会について　● 2022
年度以降のリニューアル計画の見直しについて　●保育園ぽむ 会計士と
の顧問契約について　●八王子市叶谷町物件（旧八王子センター）の売
却について

月　理事会報告　議事抜粋

●詳細・お申込みは WEB から！

問
合
わ
せ

事業企画課 
ＴＥＬ 03-5426-5206

切り取って下の部分を提出してください

生活クラブ東京 WEB サイトからも提出できます。みなさんの声をお待ちしています。 生活クラブ東京　わたしの声

※ご記入いただいた情報は目的以外、または次の条件以外では第 3 者に開示しません。
①ご本人の同意がある時　②ご本人と特定できない状態で開示する時　③生活クラブの関連団体、提携先より回答することが望ましい場合。

生活クラブや消費材への意見・
要望、企画申込みはこの用紙で。

回答は、組合員活動の経験を活かして
専任スタッフがお答えしています。

〈お願い〉ご記入の内容について該当項目に○をつけてください。
①提案・要望・質問　②みんなに伝えたいこと　③ジョイエスの感想　④企画申込み　⑤その他
●質問には 2 週間程度でお答えしていますが、詳しい調査が必要な場合などさらに時間をいただくことがあります。
※事故品の連絡は現物を保存のうえ、すぐにコールセンター・デポーにお電話ください。生鮮品の報告は翌週までです。
※配送をご利用の方は配達便に、デポーをご利用の方は各デポーのフロアーワーカーズまでご提出ください。

センター
デポー

組合員
コード

氏名 電話番号 提出日

/
事務局記入欄

センター／デポー 東京本部

／
印

ご希望のイベント名を
ご記入ください

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、企画内容が変更、または中止・延期となる場合があります。ご了承ください。

協同村

問
合
わ
せ

協同村ひだまりファーム
あきる野市戸倉 863

ＴＥＬ 042-596-0103
○デポーせたがや 展示会
10 月8 日（金）9 日（土）10:30 ～ 17:30
会場 & 問合せ：デポーせたがや

（世田谷区宮坂 3-13-13）

TEL：03-5426-5211
同時出展：パラマウント（靴）
　　　　   東京真珠（宝飾品）

入村料：510 円（4 歳～小学生 310 円）
駐車料：600 円／１日　休村日：火・水

●赤堤館お仕立て会
10 月30 日（土）〜 11 月3 日（水）
10:00 ～ 16:00  ※予約制
会場 & 問合せ：生活クラブ赤堤館

（世田谷区赤堤 4-1-6）

TEL：03-3324-4502
定休日：水・日（祝日の場合は営業）
中間マージンを通さない生地仕入れルート
によるコストパフォーマンスの良さ、オプ
ションの豊富さでさらに他との違いを実感
してください。ご予約が必要です。

（予約電話番号：03-5300-4688）

●天地堂 ランドセル　
組合員価格で購入できるのは、12 月末まで！
ランドセル専門店の天地堂が自信をもって
おすすめします。人気カラーから品切れに
なります。ご注文はお早めに！！ランドセ
ルお買い上げの方にもれなく、木製ネーム
タグとランドセルカバーをプレゼント ! カタ
ログご希望の方は、お電話ください。

豊かな自然の中で、農業体験やキャンプ
などが楽しめる生活クラブの施設です｡
主催はワーカーズコレクティブ草の実。

●パラマウント靴　内覧会
11 月 5 日（金）6 日（土）
9:00 ～ 18:00  ※予約制
会場：ポディア飯田橋店（新宿区新小川町 9-6）

男女靴、ウォーキングシューズ、子ども靴他、
インソール調整、修理も承ります。
予約受付期間：10/18 ～ 10/29（先着順）
詳しくは 10/11 ～配布のチラシをご覧くだ
さい。

●石窯ピザ焼き体験
10 月9日（土）10日（日）24日（日）11月20日

（土）21日（日）11:00 ～ 13:00
参加費：1,600 円／ 1 人
ピザ生地を伸ばし、トッピング、石窯に入
れて焼きます。

生活クラブの学校 
【はたらくの連続講座】

東京ワーカーズとの共催企画
みんなで運営、みんなで働くワーカーズ・
コレクティブ（全３回・オンライン併用）

●第３回 ワーカーズ・コレクティブ
で起業しよう！プランを描くには
10 月 19 日（火）10:00 ～ 12:00
配布資料：ワーカーズ・コレクティブガイド
ブック「はたらきかたつくろうよ！」
やりたいことを仕事にするために、具体化に
向けた計画づくりをします。

講師：小柳智恵さん（東京ワーカーズ前理事長）

　　   和田安希代さん（東京ワーカーズ理事長）

　　   金子かほるさん（東京ワーカーズ理事）他

資料代：500 円／回
会場：生活クラブ館（世田谷区宮坂 3-13-13）

東京ワーカーズ

◇直接東京ワーカーズへお申込みください

問
合
わ
せ

東京ワーカーズ・コレクティブ
協同組合
ＴＥＬ 03-3207-1941

【食農共育講座】
NPO コミュニティスクール・まちデザイン
との共催企画

問
合
わ
せ

NPO 法人ＣＳ・まちデザイン
ＴＥＬ 03-5426-5212

CS まちデザイン

◇直接 CS まちデザインへお申込みください

サイズはもちろんデザインもこだわり、
細かいところまで好みにあわせてお仕立
ていただけます。約 4 週間でお届けい
たします。

○デポー八王子みなみ 展示会
10 月16 日（土）17 日（日）10:30 ～ 17:30
会場 & 問合せ：デポー八王子みなみ

（八王子市別所 1-69-5）

TEL：042-670-3099

【共に働く事業所活動報告会】
インクルーシブ事業連合との共催企画

●働きにくさを抱えた人も、共に
働く場を増やそう！（オンライン併用）

「共に働く事業所指定寄付」の応募団体から
の報告と交流を実施します。
10 月16日（土）14:00 ～ 16:00
報告団体：NPO 法人エコメッセ
　　   　    NPO 法人こすもす
　　   　    （一社）共に働くワーカーズ えんこらしょ
　　   　    NPO 法人コンチェルティーノ
参加料：無料
会場：生活クラブ館（世田谷区宮坂 3-13-13）

●エクストラバージンオリーブオイ
ル、正しく選べていますか？
～ギリシャ料理でオリーブオイルを
味わいましょう～
10 月13日（水）10:30 ～ 12:30
講師：宇梶彰子さん（㈱ヴィボン）

　　   石川美香さん
　　   （クッキングスタジオ BELLE インストラクター）

受講料：1,925 円（お土産付き）

「エキストラバージン」表示でも値段はさま
ざま。正しく選び、おいしく使いましょう。
ギリシャの家庭料理もお楽しみに。
※ランチ材料費 別途 500 円程度

●江戸の台所空間と江戸エコ行楽重
10 月19日（火）10:30 ～ 13:00
講師：大久保洋子さん
　　　 （一般社団法人和食文化国民会議顧問）
　　   安部憲昭さん
　　　（皇居外苑楠公・北の丸レストハウス総支配人・
　　　  総料理長）
受講料：3,735 円（食事代含む）

会場：皇居外苑 楠公レストハウス
エコ時代といわれる江戸時代の台所、道具
や食器はどんなだったのでしょう？「江戸
エコ行楽重会席」をいただきながら思いを
はせます。

●イージーオーダースーツ・
　ワイシャツの展示会

あっぱれ育ち

栽培期間中、化
学合成農薬と化
学肥料を不使用

栽培期間中、化
学合成農薬と化
学肥料の使用をで
きる限り削減

はればれ育ち

特徴のある味を持
つ品種や地域で
昔から栽培してい
る品種

たぐいまれ

問
合
わ
せ

たすけあいネットワーク事業部
ＴＥＬ 03-5426-5207

【お知らせ】
BELLE の料理教室事業は、2021 年 10 月
末で終了いたします。「セミナー＆クッキン
グ」と「キッズクッキング」は食農共育講
座として 11 月より開催します。11 月から
の料理教室は、10/4 に一般申し込みを開始
します。詳細は CS まちデザインの WEB サ
イトをご覧ください。

クッキングスタジオ BELLE
TEL： 03-5426-5213

記載のない会場は生活クラブ館
（世田谷区宮坂 3-13-13）

受講料は組合員価格

information
那須山麓米
オンライン稲刈り交流会
インスタライブ

日時：10 月23日（土）11:00 ～（予定）
新米の時期、元気な生産者の声を聞き
にご参加ください！
詳細は生活クラブ東京
Instagram で
お知らせします。

申込不要

申込不要

要予約

要予約




